
 

        

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症への本校の対応（Ver.5） 
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１ 地域の感染レベル 

 ・地域の感染レベル（※別表 地域の感染レベルに応じた学校の新型コロナウイルス感染対策参照）

に応じ、新型コロナウイルス感染対策を実施します。 

 

２ 児童生徒等及び教職員の毎朝の検温、風邪症状の有無等の確認について 

⑴ 児童生徒  

・健康観察表に家庭での朝の検温を必ず記載してください。 

・発熱等（一つの目安として、平熱よりも 0.5度以上高い時）の風邪症状がみられる場合は自宅で

休養してください。また、呼吸や顔色などがいつもと違う場合なども、慎重な登校判断をしてくだ

さい。 

・児童生徒の平熱や季節、活動に応じた体温の変化の特徴等を担任と共有してください。 

・登校時、職員に登校前の体温（体調）を口頭で伝えてください。測っていない場合は、その場で

検温をお願いします。 

・学校での検温は、登校時・給食前・下校前に学校の体温計を使用して行います。使用した体温計

は、その都度消毒します。 

・健康観察表は２週間分（Ａ４裏表）とし、最終日に回収し、保健室で管理します。 

・感染予防のために登校を自粛される場合は、欠席日数とせず、出席停止・忌引き等の日数としま

すので、学校へ御連絡ください。 

・家族に風邪症状や発熱等がある時、地域の感染レベルが「レベル２」以下の場合、その症状や原

因等を鑑み、登校について慎重に判断してください。ただし、「レベル３」の場合、登校をお控えく

ださい。 

⑵ 職員 

・全職員が出勤前に検温し、チェック表に記載しています。 

 ・職員の家族に風邪症状や発熱等がある時、地域の感染レベルが「レベル２」以下の場合、その症

状や原因等を鑑み、出勤について判断します。ただし、「レベル３」の場合、出勤を控えます。 

⑶ 保護者 

・発熱、体調不良時は、校舎内への立ち入りは御遠慮ください。校舎内に入れない場合の遅刻、

早退時などは学校へ御連絡ください。必要に応じて職員が昇降口まで児童生徒の送迎をします

（通常時、遅刻・早退の際は保護者の方に教室まで児童生徒の送迎をお願いしています）。 

⑷ 体調不良者への対応について 

 ・発熱者の対応のため、本館２Ｆ進路相談室を臨時保健室（簡易ベッド設置）とします。 

・発熱等の明らかな風邪症状がみられる場合は、すぐに迎えを依頼します。臨時保健室へお願い

いたします。 

・平熱よりも熱が高い場合（＋0.5 度が目安）や、いつもと児童生徒の状態が違う等、はっきりと

した原因が分かりづらい場合等は、臨時保健室で休養し様子を見ます。なお、臨時保健室の利用は

１時間程度とし症状が改善されない時は迎えを依頼します。 

・外科的処置は保健室で行います。 

  ・体調不良者に付き添った職員は、物品を消毒し、その後、手を洗い、手指消毒します。体調不良



者と濃厚な接触があった場合は、着替えやマスクの交換をします。 

・発熱者がいた教室は、以下の４点を踏まえ授業を継続します。 

①換気の徹底を継続  

②児童生徒、職員は、手洗い、手指消毒の実施  

③発熱者が触れた物品等の消毒  

④児童生徒の間隔を１～２メートル程とり、一方方向を向くこと等を継続  

  ・体調が回復した後の登校につきましては、自宅での休養日を挟むなど、お子様の実態に応じた御

判断をお願いいたします。 

⑸ スクールバスについて 

・スクールバスは通常通り運行しますが、バス内での密集を避けるために、御協力いただける方に

つきましては、学校までの送迎を御検討ください。 

  ・登校時、体調等（検温は乗車前に御家庭でお願いいたします）の確認を行います。 

・検温をしていない場合、スクールバスに乗車できません。 

  ・発熱等（一つの目安として、平熱よりも 0.5度以上高い時）の風邪症状がみられる場合は自宅で

休養してください。また、呼吸や顔色などがいつもと違う場合なども、保護者による学校までの送

迎や、慎重な登校判断をしてください。 

  ・バスの換気扇を作動するなど十分な換気を行います。 

  ・児童生徒同士の間隔がとれるように座席配置を考慮します。 

・登下校後にバス内の消毒作業を行います。 

・スクールバス内が３密の状態とならないよう、春日井コースにジャンボタクシーを一台増車しま

す。 

・公共交通機関を利用して自力通学する生徒について、時差登校を御希望される場合は、担任まで

お申し出ください。 

 

３ 医療的ケア児や基礎疾患等がある児童生徒について  

 ・必要に応じて日々の学校生活や行事への参加方法等を主治医へ相談してください。 

 ・看護師が特定の子供に専属という形はとらず、今まで通り一人の看護師が複数の児童生徒の対応を

していきます。 

 【具体的な対応】 

①看護師は１ケア１手洗い（手指消毒）、「ケア前後の手洗い（手指消毒）」を基本とします。 

②看護師は呼吸器分泌物の飛散に対して、フェイスシールドとエプロン、アームカバーを着用します。 

  ※フェイスシールドは看護師が個人の物を使用します。 

  ※吸引時、支援する教職員もフェイスシールドを着用します。 

※アームカバーは吸引が必要な児童生徒に対して一枚ずつ準備します。 

③医療的ケアが必要な児童生徒の体調不良時（いつもと異なる体調時）は、通常より早めに連絡しま

す。臨時保健室を使用し保護者の迎えを待つ場合は固定の看護師が医療的ケアを実施します。 

 ④看護師やその家族の状況により、急な保護者ケアを依頼することがあります。 

 



４ 訪問教育の児童生徒について 

⑴ 授業の実施について 

・健康上の不安がある場合は、授業を実施する上での配慮事項等を、必要に応じて主治医へ御相談

ください。 

・訪問教育の児童生徒は、訪問教育用の健康観察表を使用し、訪問教育担当職員が管理します。 

・授業日当日の検温と風邪症状の確認を実施してから、授業を実施します。 

・訪問教育の児童生徒は、家族に風邪症状や発熱等がある時、地域の感染レベルが「レベル２」以

下の場合、その症状や原因等を鑑み、担任と相談の上、授業の実施について慎重に判断してくださ

い。ただし、「レベル３」の場合、授業は実施しません。 

・発熱等の風邪症状がみられる場合は自宅で休養してください。また、呼吸や顔色などがいつもと

違う場合なども、授業の実施について担任に御判断ください。 

・感染予防のために登校を自粛される場合は、欠席日数とせず、出席停止・忌引き等の日数としま

すので、学校へ御連絡ください。 

 ・児童生徒は可能な場合はマスクの着用をお願いします。ただし、マスクの着用が困難な場合や、

健康上支障がある場合はその限りではありません。 

⑵ 家庭への依頼について 

・学校職員が手指の除菌をより確実にするため、必要に応じて家庭で手洗いをさせていただくこと

があります。 

・必要に応じて授業中、または授業後に部屋の換気をお願いします。 

・学校職員が訪問中は、保護者の方もマスクの着用をお願いします。 

⑶ 学校職員の対応について 

・学校職員は授業前に検温し、健康状態を把握してから御家庭に伺います。 

・手指消毒液を携帯し、授業ごとに手指の除菌を徹底します。 

・授業では、マスク、エプロンを着用します。必要に応じてフェイスシールドも着用します。 

・共有する教材教具は使用前後に除菌します。 

 

５ 感染予防について 

⑴ 手洗い 

・職員はこまめに手洗い、手指の消毒を実施します。 

・児童生徒は手洗いや手指消毒を教室移動時や共有物品を使用する前後に実施します。 

 ・保護者の皆様が校舎内に入られる際は、昇降口に設置してあります手指消毒液で消毒をお願いい

たします。 

⑵ 咳エチケット 

  ・児童生徒は可能な場合はマスクの着用をお願いします。ただし、マスクの着用が困難な場合や、

健康上支障がある場合、また熱中症の恐れがある場合等はその限りではありません。また身体的距

離が保てる屋外での活動や、保健体育では学習内容に応じて、マスク着脱の判断をすることがあり

ます。 

・教職員は校内では原則マスクを着用します。 



・保護者の皆様が校内に入るときはマスクの着用をお願いします。 

 ・児童生徒が職員の口の動きを見てコミュニケーションをとる必要がある場合、フェイスシールド

やマウスシールドを使用します。ただし、身体的距離（１ｍ以上）をとって着用します。 

⑶ 換気と除菌について 

・教室は常時、窓と扉を１か所ずつ 20cm程開けておき換気します。 

  ・毎放課、扉と窓を全開にして換気します。 

  ・児童生徒の下校後に物品用消毒液で拭き取りをします。その他、使用した教材、机、ベッド、ド

アノブ等は必要に応じてその都度消毒を実施します。 

・教室にマットを設置し、靴の裏の汚れや埃を拭き取ります。なお、常時セラピーマットを敷いて

いる教室は、マットに次亜塩素酸ナトリウム（プールで使用する塩素を希釈したもの）をスプレー

で湿らせて靴の裏を消毒します。 

  ・昇降口とトイレに次亜塩素酸ナトリウムとマットを設置し、随時、スプレーで湿らせて靴の裏を

消毒します。 

・常時セラピーマットを敷いている教室は、セラピーマットと床の間に高さ 30cm 程のついたてや

箱型クッション等を設置し、床のほこり等の飛散へ対応します。 

・清掃時は、埃にウイルスが付着する可能性があるので、最大限の換気をして実施します。 

  ・保護者の皆様が校内に入るときはスリッパ等の着用をお願いします。 

 

６ 児童生徒や同居の家族がＰＣＲ検査を受けたり濃厚接触者と特定されたりした場合 

 ・速やかに学校に御連絡ください。 

⑴ ＰＣＲ検査を受けた場合 

・同居の家族が風邪症状等によりＰＣＲ検査を受けた場合、地域の感染レベルが「レベル２」の場

合は慎重な登校判断※をお願いいたします。なお、訪問教育の児童生徒については、授業を実施し

ません。 

※慎重な登校判断：愛知県教育委員会の指針に則り、県立学校では、地域の感染レベルが「レベル２」の場合に同居

の家族が⑴ＰＣＲ検査を受けた場合は上記のように慎重な登校判断をお願いしますが、本校には基礎疾患があった

りマスクの着用が困難であったりする児童生徒が多数在籍していることも考慮していただいた上で、慎重な登校判

断をしていただくようお願いいたします。 

⑵ 濃厚接触者と特定された場合 

・児童生徒が濃厚接触者と特定された場合は、保健所の指示に従い、感染の有無等の状況が明らか

になるまでの間、自宅で静養してください。出席停止の措置を行います。 

・同居の家族が濃厚接触者と特定された場合、地域の感染レベルが「レベル３」の場合は検査で当

該家族の陰性が判明するまでは出席停止となります。地域の感染レベルが「レベル２」の場合は慎

重な登校判断※をお願いいたします。なお、訪問教育の児童生徒については、授業を実施しません。 

※慎重な登校判断：同居の家族が⑵濃厚接触者と特定された場合も⑴ＰＣＲ検査を受けた場合と同様に本校の実情

を考慮していただき、慎重な登校判断をしていただくようお願いいたします。 

⑶ 新型コロナウイルス感染症に感染した場合 

・児童生徒が新型コロナウイルス感染症に感染した場合は、愛知県教育委員会や保健所の指示に則



り対応します。 

 

７ 学習上の配慮事項について 

 ・授業の始まる前に児童生徒の健康状態を確認します。 

・学習時は、児童生徒の間隔を前後左右１～２ｍ程とれるように配慮します（安全上、教員が間に入

ります）。ただし、間隔があくことで職員の手が届かなく事故につながる恐れがある場合は、状況に応

じて判断します。 

・できるだけ多くの人が集まらないという原則のもと、児童生徒と指導者の人数、教室の広さ（一般

的な教室の広さで児童生徒が６名、1.5 倍の教室で９名）を考慮して学習します。ただし、それ以上

人数が多くなる場合、児童生徒の間隔を前後左右１ｍ以上とり、児童生徒が向かい合わないように配

慮できる範囲内の人数で学習する場合があります。 

・児童生徒が学習内容によって「接触」「密集」「近距離での活動」「向かい合っての発声」などを行う

場合には、一定の距離を保ち、対面にならないようにし、可能な限り短時間になるよう工夫します。

また、地域の感染レベルに応じて、文部科学省から示されている「感染リスクが高い学習活動」や「特

に感染リスクが高い学習活動」を参考に、学習内容を検討します。 

 ・児童生徒が横になって授業をしたり休憩したりする場合も、飛散物が他の児童生徒の顔にかからな

いように配慮します。 

 ・できるだけ教材は共有しないようにします。やむを得ず教材を共有する場合は、児童生徒、職員は  

 使用前後にしっかりと手洗いまたは、手指消毒をします。また、使用した教材は、使用後消毒液で拭

き取りをします。 

 

８ 学校給食について 

 ・献立作成では、地域の感染レベルが「レベル３」の場合、可能な限り品数を減らし、配膳時のリス

クを減らすように心がけます。 

・調理者も出勤前に検温を実施します。 

・配膳は職員が行います。ただし、衛生的な配膳を理解できる等、実態に応じて児童生徒が実施する

ことがあります。なお、地域の感染レベルが「レベル３」の場合、児童生徒が配膳を行いません。 

・配膳者の手洗い、マスク、エプロン、三角巾等の着用を徹底します。 

・台拭きは共有します。拭き取り後、机を物品用消毒液で消毒します。 

・座席は向かい合わせにせず、他の児童生徒との距離を保って摂食指導を行うなどの配慮をします。 

・職員は目の保護のため、摂食指導時はフェイスシールドなどを着用します。 

・原則、職員は自らの給食を食べながら、児童生徒の摂食指導（食べさせる指導）は行いません。 

・食後の歯みがきについて、自分で実施できる児童生徒については、飛散物が飛ばなないように個別

に配慮しながら実施します。また、職員の支援が必要な場合は、職員はフェイスシールド、マスクを

着用し実施します。 

・歯ブラシとコップは毎日、持ち帰ります。 

・食前の顔の体操につきましては、児童生徒の実態に応じて行います。実施が必要な場合は、担任ま

でお申し出ください。実施する場合、職員は手指の消毒をしてから実施します。 



９ 排泄指導について 

 ・トイレに手指消毒液、次亜塩素酸ナトリウムを設置します。 

 ・児童生徒が変わるたびに手洗いを実施します。 

 ・使用したベッドや器具は、使用後消毒します。 

 ・トイレでの排泄指導後は、次亜塩素酸ナトリウムでマットを湿らし、靴裏を消毒します。 

 

10 心のケア 

 ・新型コロナウイルス感染症について、児童生徒が正しく理解し、適切な行動をとれるよう繰り返し

指導します。 

 

11 新型コロナウイルス感染症に関連する差別や偏見について 

・すべての教職員は、公的機関が提供する正しい情報に基づく適切な行動を心がけます。  

・児童生徒に対して、だれでも感染者や濃厚接触者になる可能性があることを繰り返し指導します。 

 

12 その他 

 ・セラピーマットに降りることが多い児童生徒は、布団や複数枚のタオルケットなどを持参してくだ

さい。個人の物を敷いて横になります。 

 ・職員は、児童生徒の咳等による飛散物や唾液等が服に付着したら、着替えができるように準備して

おきます。 

 ・児童生徒、または教職員の感染が判明した場合は、保健所からの指示を仰ぎ、必要に応じて全部ま

たは一部の臨時休業とする場合があります。 

・学校へ立入る業者等は、受付時に検温し、マスクの着用を義務付けます。 

・自宅等で友人と会う場合や外出時においても「３つの密」や「大声」を避けるようにお願いします。

また、児童生徒同士でのカラオケや家族以外との会食はなるべくお控えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表１ 地域の感染レベルに応じた学校の新型コロナウイルス感染対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県教育委員会作成 

 

 

レ
ベ
ル
３

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
第
2
4
条

第
9
項
に
基
づ
く
協
力
要

請
、
若
し
く
は
同
法
第
4
5
条

第
2
項
に
基
づ
く
要
請
が

あ
っ
た
場
合
は
、
感
染
者

の
発
生
し
て
い
な
い
学
校

に
お
い
て
も
臨
時
休
業
を

行
う
。

・
「
３
密
」
と
「
大
声
」
の
回
避

・
こ
ま
め
な
手
洗
い
の
徹
底

・
身
体
的
距
離
が
十
分
と
れ
な
い
と
き
は
マ

ス
ク
を
着
用

・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
徹
底

・
教
室
等
の
常
時
換
気
を
実
施

・
登
下
校
時
や
休
み
時
間
に
児
童
生
徒
等

が
密
集
し
な
い
よ
う
指
導
の
工
夫
を
す
る
。

・
昼
食
等
の
食
事
は
、
自
席
で
食
べ
る
な
ど

対
面
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
、
会
話
を
し
な
い

よ
う
特
に
指
導
を
徹
底
す
る
。
食
事
後
は
、

速
や
か
に
マ
ス
ク
を
着
用
さ
せ
る
。

・
寮
や
寄
宿
舎
の
集
団
生
活
に
お
け
る
感

染
防
止
対
策
は
特
に
徹
底
す
る
。

・
授
業
後
や
部
活
動
終
了
後
に
は
、
寄
り

道
を
せ
ず
ま
っ
す
ぐ
帰
宅
す
る
よ
う
指
導
す

る
。
児
童
生
徒
同
士
で
の
カ
ラ
オ
ケ
や
会

食
は
、
授
業
後
や
部
活
動
終
了
後
だ
け
で

な
く
、
休
日
に
お
い
て
も
自
粛
す
る
よ
う
指

導
す
る
。

・
公
共
交
通
機
関
で
通
学
す
る
児
童
生
徒

等
が
多
い
学
校
は
、
地
域
の
感
染
状
況
に

応
じ
て
、
時
差
通
学
の
実
施
を
積
極
的
に

検
討
す
る
。

・
愛
知
県
教
育
委
員
会
は
、
地
域
の
感
染

状
況
に
よ
り
、
分
散
登
校
を
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
別
途
通
知

す
る
。

・
身
体
的
距
離
の
確
保
を
優

先
す
る
。

・
児
童
生
徒
等
の
間
隔
を
可

能
な
限
り
２
メ
ー
ト
ル
（
最
低
１

メ
ー
ト
ル
）
確
保
す
る
。

・
１
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
確
保

で
き
な
い
場
合
に
は
、
換
気

を
十
分
に
行
う
こ
と
や
、
マ
ス

ク
を
着
用
す
る
こ
と
な
ど
を
併

せ
て
行
う
。

・
「
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
学
習
活
動
※
1
」
、

「
特
に
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
学
習
活
動
※

2
」
は
行
わ
な
い
。

・
ペ
ア
ワ
ー
ク
等
は
必
要
最
小
限
と
し
、

行
う
場
合
は
、
次
に
留
意
し
て
実
施
す

る
。

①
ペ
ア
等
を
組
む
相
手
は
固
定
す
る
。

②
近
距
離
で
、
対
面
に
な
ら
な
い
形
で

実
施
し
、
極
力
短
時
間
に
留
め
る
。

③
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
必
要
以
上
に
大

き
な
声
を
発
し
な
い
よ
う
指
導
す
る
。

・
体
育
に
つ
い
て
は
、
集
団
で
行
う
活
動

は
避
け
、
な
る
べ
く
個
人
で
行
う
活
動
と

す
る
。
２
～
３
人
程
度
の
特
定
の
少
人

数
で
の
活
動
を
行
う
場
合
は
、
十
分
な

距
離
を
空
け
て
行
う
。

　
運
動
を
行
っ
て
い
な
い
と
き
は
、
原
則

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。
ま
た
、
呼
気
が
激

し
く
な
ら
な
い
軽
度
な
運
動
の
際
は
、
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

・
通
学
困
難
等
の
児
童
生
徒
に
対
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
習
支
援
の
検
討

を
進
め
る
。

可
能
な
限
り
感
染
及
び
そ
の
拡
大
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ

せ
、
感
染
リ
ス
ク
の
低
い
活
動
を
、
短
時
間
で
個
人
や
少

人
数
に
よ
っ
て
実
施
す
る
。

・
児
童
生
徒
本
人
と
保
護
者
の
意
向
を
尊
重
し
て
、
参
加

を
強
制
し
な
い
。

・
活
動
の
開
始
時
と
終
了
時
に
、
児
童
生
徒
の
健
康
状
態

の
把
握
や
感
染
防
止
対
策
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
活
動

中
は
、
教
員
が
必
ず
立
ち
会
い
、
感
染
防
止
対
策
の
徹

底
を
図
る
。
ま
た
、
教
員
が
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
実
施
し
な
い
。

・
児
童
生
徒
が
密
集
す
る
活
動
、
近
距
離
で
組
み
合
っ
た

り
接
触
し
た
り
す
る
場
面
が
多
い
活
動
、
向
か
い
合
っ
て

発
声
す
る
活
動
及
び
室
内
で
近
距
離
で
行
う
発
声
や
演

奏
を
伴
う
活
動
に
つ
い
て
は
、
行
わ
な
い
。

・
対
外
的
な
練
習
試
合
、
合
同
練
習
及
び
部
合
宿
は
自

粛
す
る
。

・
公
式
戦
へ
の
参
加
は
周
辺
地
域
の
感
染
状
況
に
応
じ

て
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

・
部
室
の
使
用
は
荷
物
の
搬
入
・
搬
出
・
保
管
及
び
少
人

数
で
の
更
衣
の
み
と
し
、
短
時
間
で
行
な
う
こ
と
。
ま
た
、

会
話
を
控
え
、
原
則
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
可
能
な
限
り
換
気

を
す
る
こ
と
。

・
運
動
を
行
っ
て
い
な
い
と
き
は
、
原
則
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
。
ま
た
、
呼
気
が
激
し
く
な
ら
な
い
軽
度
な
運
動
の
際

は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

・
児
童
生
徒
の
同
居
家
族

等
が
濃
厚
接
触
者
に
特
定

さ
れ
た
場
合
、
検
査
で
当

該
家
族
の
陰
性
が
判
明
す

る
ま
で
は
、
児
童
生
徒
は

登
校
さ
せ
な
い
。

・
感
染
者
が
急
増
し
て
い
る

地
域
に
つ
い
て
は
、
同
居

家
族
に
発
熱
等
の
風
邪
症

状
が
見
ら
れ
る
場
合
も
、

登
校
を
控
え
る
よ
う
保
護

者
に
働
き
か
け
る
。

・
教
職
員
に
つ
い
て
も
、
同

様
の
対
応
を
す
る
。

・
家
庭
で
朝
の
検
温
、
健
康

観
察
を
実
施
す
る
。
（
家
庭

で
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
登
校
時
に
実
施
す
る
。
）

・発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
見

ら
れ
る
場
合
、
登
校
さ
せ
な

い
。
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
以
外
の
疾
患
に
よ
る

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な

い
。
）

・
「
健
康
観
察
表
」
な
ど
を
用

い
て
、
児
童
生
徒
等
の
健
康

状
態
を
確
実
に
把
握
し
、
教

職
員
も
含
め
上
記
を
徹
底
す

る
。

・熱
中
症
な
ど
に
よ
る
健
康

被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
調

節
可
能
な
服
装
を
可
能
と
す

る
な
ど
、
柔
軟
な
対
応
を
す

る
。

・遠
足
や
、
修
学
旅
行
等
の

宿
泊
を
伴
う
行
事
は
中
止
又

は
延
期
す
る
。

・
不
要
不
急
の
外
出
、
不
要

不
急
の
都
道
府
県
間
の
移

動
等
を
控
え
る
よ
う
指
導
し
、

教
職
員
に
つ
い
て
も
、
同
様

の
対
応
を
す
る
。

感
染
収
束
局
面
（
レ
ベ
ル
３
→
２
）

・
「
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
学
習
活
動
」
を

感
染
対
策
を
適
切
に
実
施
し
た
上
で
、

慎
重
に
再
開
す
る
。
「
特
に
感
染
リ
ス
ク

の
高
い
学
習
活
動
」
の
再
開
は
、
慎
重

に
検
討
す
る
。

感
染
拡
大
局
面
（
レ
ベ
ル
１
→
２
）

【
レ
ベ
ル
２
に
変
更
後
、
概
ね
３
週
間
】

・
「
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
学
習
活
動
」
、

「
特
に
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
学
習
活
動
」

は
、
当
面
の
間
、
行
わ
な
い
。

【
概
ね
３
週
間
経
過
後
】

・
「
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
学
習
活
動
」
を

感
染
対
策
を
適
切
に
実
施
し
た
上
で
、

慎
重
に
再
開
す
る
。
「
特
に
感
染
リ
ス
ク

の
高
い
学
習
活
動
」
の
再
開
は
、
慎
重

に
検
討
す
る
。

レ
ベ
ル
１

感
染
者
の
発
生
し
て
い
な

い
学
校
の
臨
時
休
業
は
、

行
わ
な
い
。

・
「
３
密
」
と
「
大
声
」
の
回
避

・
こ
ま
め
な
手
洗
い
の
徹
底

・
身
体
的
距
離
が
十
分
と
れ
な
い
と
き
は
マ

ス
ク
を
着
用

・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
徹
底

・
教
室
等
の
換
気
を
実
施

感
染
対
策
を
行
っ
た
上
で
、
通
常
ど
お

り
実
施
す
る
。

可
能
な
限
り
感
染
症
対
策
を
行
い
、
通
常
の
活
動
を
実

施
す
る
。

・
運
動
を
行
っ
て
い
な
い
と
き
は
、
原
則
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
。
ま
た
、
呼
気
が
激
し
く
な
ら
な
い
軽
度
な
運
動
の
際

は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

※
２
　
特
に
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
学
習
活
動

・
近
距
離
で
一
斉
に
大
き
な
声
を
話
す
活
動

・
音
楽
に
お
け
る
「
室
内
で
児
童
生
徒
が
近
距
離
で
行
う
合
唱
及
び
リ
コ
ー
ダ
ー
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
等
の
管
楽
器
演
奏
」

・
家
庭
、
技
術
・
家
庭
に
お
け
る
「
児
童
生
徒
同
士
が
近
距
離
で
活
動
す
る
調
理
実
習
」

・
体
育
、
保
健
体
育
に
お
け
る
「
児
童
生
徒
が
密
集
す
る
運
動
」
や
「
近
距
離
で
組
み
合
っ
た
り
接
触
し
た
り
す
る
運
動
」

・
多
く
の
児
童
生
徒
等
が

手
を
触
れ
る
箇
所
（
ド
ア

ノ
ブ
、
ス
イ
ッ
チ
、
手
す

り
、
水
道
の
蛇
口
栓
等
）

は
、
1
日
1
回
、
家
庭
用
洗

剤
等
＊
を
用
い
た
拭
き
掃

除
を
行
う
こ
と
で
、
消
毒

に
代
え
る
。

・
こ
れ
は
、
通
常
の
清
掃

活
動
の
一
環
と
し
て
、
発

達
段
階
に
応
じ
て
児
童

生
徒
等
が
行
っ
て
も
差
し

支
え
な
い
。

　
な
お
、
手
洗
い
が
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
省
略
す
る
こ
と
も

可
能
。

・
清
掃
後
は
、
必
ず
手
洗

い
を
さ
せ
る
。

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
有
効
性
が
認

め
ら
れ
た
界
面
活
性
剤

を
含
む
も
の
。

・
児
童
生
徒
の
同
居
家
族

等
が
濃
厚
接
触
者
と
特
定

さ
れ
た
場
合
や
風
邪
症
状

等
に
よ
り
P
C
R
検
査
等
を

受
け
る
場
合
、
本
人
又
は

保
護
者
と
相
談
し
、
登
校
を

慎
重
に
検
討
す
る
。

・
教
職
員
に
つ
い
て
も
、
同

様
の
対
応
を
す
る
。

※
１
　
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
学
習
活
動

・
児
童
生
徒
が
長
時
間
、
近
距
離
で
対
面
形
式
と
な
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等

・
理
科
に
お
け
る
「
児
童
生
徒
同
士
が
近
距
離
で
活
動
す
る
実
験
、
観
察
」

・
図
画
工
作
、
美
術
、
工
芸
に
お
け
る
「
児
童
生
徒
同
士
が
近
距
離
で
活
動
す
る
共
同
制
作
等
の
表
現
や
鑑
賞
の
活
動
」

校
内
で
濃
厚
接
触
者
の
発
生
を
可
能
な
限
り
抑
え
る
た
め
に
は
、
昼
食
時
や
登
下
校
も
含
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
努
め
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

濃
厚
接
触
と
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
厚
生
労
働
省
Q
&
A
よ
り
）

濃
厚
接
触
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
要
素
は
、
１
．
距
離
の
近
さ
と
２
．
時
間
の
長
さ
で
す
。

必
要
な
感
染
予
防
策
を
せ
ず
に
手
で
触
れ
る
こ
と
、
ま
た
は
対
面
で
互
い
に
手
を
伸
ば
し
た
ら
届
く
距
離
（
１
ｍ
程
度
以
内
）
で
1
5
分
以
上
接
触
が
あ
っ
た
場
合
に
濃
厚
接
触
者
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
中
略
）

な
お
、
1
5
分
間
、
感
染
者
と
至
近
距
離
に
い
た
と
し
て
も
、
マ
ス
ク
の
有
無
、
会
話
や
歌
唱
な
ど
発
声
を
伴
う
行
動
や
対
面
で
の
接
触
の
有
無
な
ど
、
「
３
密
」
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
感
染
の
可
能
性
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
最
終
的
に
濃
厚
接
触
者
に
あ
た
る
か
ど
う
か
は
、
こ
の
よ
う
な
具
体
的
な
状
況
を
お
伺
い
し
て
判
断
し
ま
す
。

レ
ベ
ル
２

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
第
2
4
条

第
9
項
に
基
づ
く
協
力
要
請

が
あ
っ
た
場
合
は
、
感
染

者
の
発
生
し
て
い
な
い
学

校
に
お
い
て
も
臨
時
休
業

を
行
う
。

・
「
３
密
」
と
「
大
声
」
の
回
避

・
こ
ま
め
な
手
洗
い
の
徹
底

・
身
体
的
距
離
が
十
分
と
れ
な
い
と
き
は
マ

ス
ク
を
着
用

・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
徹
底

・
教
室
等
の
換
気
を
実
施

・
登
下
校
時
や
休
み
時
間
に
児
童
生
徒
等

が
密
集
し
な
い
よ
う
指
導
の
工
夫
を
す
る
。

・
食
事
中
な
ど
マ
ス
ク
を
着
用
で
き
な
い
場

面
で
は
、
対
面
に
な
ら
な
い
、
会
話
を
控
え

る
な
ど
の
感
染
対
策
を
行
う
。

・
公
共
交
通
機
関
で
通
学
す
る
児
童
生
徒

等
が
多
い
学
校
は
、
地
域
の
感
染
状
況
に

応
じ
て
、
時
差
通
学
を
検
討
す
る
。

可
能
な
限
り
感
染
症
対
策
を
行
い
、
感
染
リ
ス
ク
の
低
い

活
動
か
ら
実
施
し
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
活
動
の
実
施
は

慎
重
に
検
討
す
る
。

・
児
童
生
徒
本
人
と
保
護
者
の
意
向
を
尊
重
し
て
、
参
加

を
強
制
し
な
い
。

・
活
動
の
開
始
時
と
終
了
時
に
、
児
童
生
徒
の
健
康
状
態

の
把
握
や
感
染
防
止
対
策
指
導
を
行
い
、
教
員
が
常
時

立
ち
会
わ
な
い
こ
と
も
可
と
す
る
。

・
児
童
生
徒
が
密
集
し
た
り
、
近
距
離
で
組
み
合
っ
た
り

接
触
し
た
り
す
る
活
動
や
、
発
声
や
演
奏
す
る
活
動
に
つ

い
て
は
、
間
隔
を
空
け
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
活
動
に
替
え

る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
。

・
対
外
的
な
練
習
試
合
を
計
画
し
た
り
、
公
式
戦
に
参
加

す
る
場
合
に
は
、
周
辺
地
域
の
感
染
状
況
に
配
慮
す
る
と

と
も
に
、
活
動
時
間
や
活
動
場
所
を
慎
重
に
検
討
す
る
と

と
も
に
感
染
防
止
対
策
や
熱
中
症
予
防
を
講
じ
る
。

・
運
動
を
行
っ
て
い
な
い
と
き
は
、
原
則
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
。
ま
た
、
呼
気
が
激
し
く
な
ら
な
い
軽
度
な
運
動
の
際

は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

・
児
童
生
徒
等
の
間
隔
を
１

メ
ー
ト
ル
を
目
安
に
学
級
内

で
最
大
限
の
間
隔
を
確
保
す

る
。

・
１
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
確
保

で
き
な
い
場
合
に
は
、
換
気

を
十
分
に
行
う
こ
と
や
、
マ
ス

ク
を
着
用
す
る
こ
と
な
ど
を
併

せ
て
行
う
。

・
家
庭
で
朝
の
検
温
、
健
康

観
察
を
実
施
す
る
。
（
家
庭

で
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
登
校
時
に
実
施
す
る
。
）

・発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
見

ら
れ
る
場
合
は
、
登
校
さ
せ

な
い
。
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
以
外
の
疾
患
に
よ

る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は

な
い
。
）

・
「
健
康
観
察
表
」
な
ど
を
用

い
て
、
児
童
生
徒
等
の
健
康

状
態
を
確
実
に
把
握
し
、
教

職
員
も
含
め
上
記
を
徹
底
す

る
。

地
域
の
感
染
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
【令
和
３
年
５
月
13
日
改
訂
】

本
表
は
、
「
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
～
『
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
』
～
」
及
び
「
令
和
３
年
５
月
８
日
付
け
３
教
保
第
1
7
5
号
」
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
。
（
下
線
は
1
月
1
4
日
改
訂
か
ら
の
変
更
部
分
）

本
表
に
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
各
通
知
等
を
参
照
す
る
こ
と
。

地
域
の

感
染
レ
ベ
ル

学
校
の
臨
時
休
業

基
本
的
な
感
染
対
策

【
県
独
自
】

身
体
的
距
離
の
確
保

【
県
独
自
】

学
習
活
動

【
県
独
自
】

部
活
動

【
県
独
自
】

同
居
家
族

【
県
独
自
】

清
掃
・
消
毒

そ
の
他

資
料



別表２ 地域の感染レベルとステージの関連表（表のレベルが地域の感染レベルに該当します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校における新しい生活様式」～ 

 


